
１．はじめに（本校の概要）

本校は邑楽郡明和町に位置し，昭和６０年に創

立，平成１８年に創立２２周年を迎えた学校である。

また，県内唯一の工業科，商業科の併設校でも

ある。

平成１４年より２期制と学科改編を実施し，工

業系２クラス，商業系３クラスのくくり募集と

なった。工業系は，生産システム科（機械シス

テムコース・電気システムコース）と建築科

（建築コース）があり，２科２学級で２４０名の生

徒が在籍しており，商業系を含めると，全校生

徒約６００名である。

地域に開かれた学校を目指し，「ものつくり

教室」「課題研究および学習成果発表会」等を

開催している。

２．「組み立て式茶室」製作の経緯

建築科３学年の課題研究で，のこぎり・の

み・かんな等の大工道具を使い，日本の伝統的

木造建築物のひとつである「茶室」を製作する

ことにした。そこで，ただ茶室をつくるのでは

なく，どこにでも持ち運べて，気に入った場所

でお茶を楽しむことのできる，組み立て式茶室

を提案した。分解して持ち運べることにより，

屋内はもちろん，公園や河川敷，校庭や屋上な

ど場所を選ばず，どこでもお茶の空間を感じる

ことが可能となる。そこで，以下の５つのポイ

ントを研究し，組み立て式茶室をつくりつつ，

道具の使い方や，木材の加工技術の向上を研究

２６

目的とした。

～製作にあたっての検討課題～

○茶室とはいかなるものか。

○持ち運べる適切な大きさはどのくらいか。

○どのようにしたら何回でも組み立て・解体が

できるか。

○必要最低限の部材で，茶の世界を感じられる

ようにするにはどうするか。

○各種道具の扱い方を研究し，実際に使いこな

せるためにはどうするか。

３．「組み立て式茶室」の概要・特徴

○茶室の中でも１畳大目（台目）と呼ばれる極

小空間として，小さな空間の中に広がる侘び

を感じるとともに，部材の量を極力減らし，

持ち運びやすく工夫する。また，青空の下で

の野点を意識し，屋根はあえて作らないこと

とした。
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○移動がしやすいように，部材はワゴン車でも

十分積みきる事ができる量とした。全部で９０

パーツからなる。

２７

トラックに積んだ全ての部材

○繰り返し組み立てるため，仕口を多用し，釘

を使わず土台や柱，梁などを固定する。角材

を１本ずつ手に取り，節の状態を見て，どこ

に使えば有効的かを見極め加工していく。

仕口の加工

○壁は，ルーターで柱に掘った溝に合板を差し

込む構造として，さらに梁にも掘った溝で上

からも固定する。

溝の加工

○柱，桁など壁を挟みながら組み立てていく。

また，炉・にじり口・障子など，茶室独特の

意匠を表わす部材は全て手づくりとした。

軸組みの様子



２８

４.「組み立て式茶室」のつくり方

１） 部材の搬入

トラックへ部材を積み込み，お茶会会場へ出

発。

畳

２） 土台の組み立て

平らなところを探し，土台を組み立てた後，

下地の板を張る。傷をつけられないフローリ

ングやホールなどが会場の場合は，土台の下

にゴムパッキンを敷く。

４） 床仕上げ

床の間を仕上げ，畳を敷き込み，炉を組み込

む。

５） 建具の取り付け

窓や戸を組み入れる。発表時に中の様子が見

えるように，まだ障子を貼っていない。

３） 軸組み・壁の組み立て

剛性を持たせながらの組み立てになるので，

柱や梁の軸組みと，面材となる壁を同時に組

み上げていく。



６） 仕上げ

茶室全体を調整し，茶釜や掛け軸を設置する。

こうした，お茶の小道具を設えるだけでます

ます茶室らしくなっていく。

今回，課題研究で製作した「組み立て式茶室」

は，たくさんの発表の場を持つことができた。

９月に行われた，群馬県高等学校工業系生徒研

究発表大会「テクノフェア」や１０月開催の群馬

県産業教育フェア，また，地元地域では１１月に

邑楽郡明和町の文化祭に参加し，町の茶道同好

会の方々と「組み立て式茶室」を実際に使用し

たり，ぶんぶく茶釜で有名な茂林寺の茶室の隣

に組立て，住職の方に見て頂いたりした。また，

テクノフェアでは最優秀賞，さらに１月に技

術・アイデアコンテスト全国大会では，第４位

の理事長賞を頂くことができた。私たちも結果

を出すことができて，ものつくりに対しての充

実感，達成感などを味わうことができた。

２９

５．おわりに

「組み立て式茶室」は，４月から製作を開始

し，茶室見学，模型製作等も含め，最初の発表

会である９月開催のテクノフェアでの発表に，

間に合わせるのが本当に大変であった。なにし

ろ時間がないことと，試行錯誤しながら作らな

ければならないので，約４ヶ月間，毎日夜遅く

まで残り，失敗を繰り返しながら少しずつ形に

していき，ぎりぎりで間に合わせることができ

た。この時間のなさが，かえってみんなの集中

力を高め，短期間の製作で，発表するに耐えう

るものをつくり上げたのではないだろうか。

振り返ってみると，課題研究でこの組み立て

式茶室班を選択しなければ，高校生活で私達は

ここまで大工道具の使い方や加工方法を学ぶこ

とができただろうか。基本となる加工方法は実

習で学んだが，実際に建物を作り上げるという

作業の中で実践的な加工方法を学び，茶室を完

成させることができたことを大変うれしく思う。

今後の予定は，組み立て解体を何回も繰り返

したため，ゆるくなってしまった仕口や，壁を

溝に抜き差ししているうちに，はがれた壁紙な

どを補修していき，学校の文化祭や地域の催し

物などに使っていけたらと考えている。

テクノフェア表彰式

技術・アイデアコンテスト全国大会表彰式



３０

！学習内容について、出題のポイントに絞った簡潔な解説
！解説にはイラスト満載、わかりやすく展開
！計算問題には「例題」を設け、解法を解説
！実戦問題・総合問題・模擬試験など実力養成のための問題も収録
！同一の問題を３回チェックできる解答欄
！別冊解答には解説付き
！採用校には問題作成CD‐ROMのサービスあり

丙種　B５判１２８ページ ８００円　（改訂版を１０月末発行）
乙種４類　B５判１５２ページ ８００円　（改訂版を１０月末発行）
乙種１・２・３・５・６類　改訂版　B５判１７６ページ １０００円
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